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地質研究所(2013)

弟子屈地域の地質図

【地熱構造】

カルデラ構造（水貯留）
活火山（熱源）
断層（上昇経路）



NEDO(2000)

弟子屈地域の地熱構造図



【訂正】熱水12～13t/h、蒸気１t/h

フラッシュ発電可能性地域

フラッシュ発電可能性の根拠

①地熱ポテンシャルマップの整理
（フラッシュ発電の可能性がある地域）



①地熱ポテンシャルマップの整理
（フラッシュ発電の可能性がある地域）

引用：NEDO(2000)平成１１年度地熱開発促進調査可能性調査
（戦略的調査全国調査）北海道地域報告書

グリッド：地熱評価グリッド
黒太枠：調査投入重点地域

 主要な温泉地域の分布

 フラッシュ発電の可能性がある地
域（地化学温度、蒸気噴出実績
などから抽出）



①地熱ポテンシャルマップの整理（推定地下温度構造）

引用：NEDO(2000)平成１１年度地熱開発促進調査可能性調査（戦略的調査全国調査）北海道地域報告書

200℃以上の高温域がフラッシュ発電の目安

海抜-500m

海抜-2,000m海抜-1,000m

海抜-1,500m

極めて限定的！
（ただし、湯沼は浅部で蒸気噴出の実績有り）



①地熱ポテンシャルマップの整理（地熱資源密度）

引用：NEDO(2000)平成１１年度地熱開発促進調査可能性調査
（戦略的調査全国調査）北海道地域報告書

グリッド：地熱評価グリッド
黒太枠：調査投入重点地域

 調査投入重点地域は、
10MWe/km2以上

 和琴・湯沼・硫黄山は、
30MWe/km2以上

 ただし、実際の開発は必ずしもこの
通りにはならない（同手法で予測さ
れた葛根田・松川地熱発電地域で
は、5分の1程度しか発電できてい
ない）

 本地域は、深い井戸のデータがな
いため、さらに確度は低い

弟子屈原野は未知！

空中物理探査・ヒートホー
ル等の予備調査が必要



②地熱開発候補地の立地環境整理
（自然公園区分と地熱資源評価グリッド）

引用：NEDO(2000)平成１１年度地熱開発促進調査可能性調査
（戦略的調査全国調査）北海道地域報告書

グリッド：地熱評価グリッド
黒太枠：調査投入重点地域

 調査投入重点地域は、自然公園
内であるが、条件付きで開発可
能な2特・３特・普通地域が含ま
れる。



②地熱開発候補地の立地環境整理
（自然公園区分と地熱資源評価グリッド）

引用：NEDO(2000)平成１１年度地熱開発促進調査可能性調査
（戦略的調査全国調査）北海道地域報告書

グリッド：地熱評価グリッド
黒太枠：調査投入重点地域

 フラッシュ発電開発可能性地域
は、和琴、湯沼、硫黄山（川湯温
泉駅）周辺

 和琴は、ミンミンゼミ生息地
 湯沼は、第２，３種特別地域

 硫黄山は、一部が第３種特別地
域



②地熱開発候補地の立地環境整理
（森林区分と地熱資源評価グリッド）

引用：NEDO(2000)平成１１年度地熱開発促進調査可能性調査
（戦略的調査全国調査）北海道地域報告書

グリッド：地熱評価グリッド
黒太枠：調査投入重点地域

 フラッシュ発電開発可能性地域
は、和琴、湯沼、硫黄山周辺

 和琴は、国有林がごく一部
 湯沼は、国有林内

 硫黄山は、東麓部の民有地を除
き国有林かつ保安林



③地熱開発有望地域の抽出（和琴～コタン）

引用：Ichihara et al(2009)

和琴～コタン地域の屈斜路地震断層沿いの貯留構
造モデル
 断層が流体上昇経路
 深度500m程度に低比抵抗帯あるが、TS-3,TS-6

では20℃程度の温度しかない

 ターゲットは熱源に近い深部、または、和琴に近
い北西側？

【重力構造】

【地熱構造モデル】

【比抵抗構造】



③地熱開発有望地域の抽出（硫黄山付近）

地熱系概念モデル（野田,1987)

この上昇流の位置、深度が不明



③地熱開発有望地域の抽出（湯沼地域）

Seki(1970)

【GK-2噴気状況】
深 度 216～255m
密 閉 圧 2.3～2.5kg/cm2G
坑口温度 103～107℃
蒸気流量 １ t/h
熱水流量 12～13 t/h
温度構造 側方流動

蒸気噴出深度

地質研究所(2012)



③地熱開発有望地域の抽出（地熱構造モデル）

NEDO(2000)

 海抜-2,000m程度が現実的な開発深度（赤点線以浅）
 200℃以上の流体上昇域は、「和琴」、「硫黄山（アトサヌプリ）」

である（ピンク色）

 「湯沼」は浅部に高温の側方流動（ピンク色）があり蒸気噴出（
深度200m程度で蒸気生産している発電所は実際にある）

和琴 硫黄山湯沼



ＪＯＧＭＥＣ資料に加筆

温泉モニタリング

１ 地表調査
・地質調査、
・流体地化学調査
・物理探査 等

２ 地下探査・評価
・掘削調査
・噴気試験
・総合解析 等

３ 環境アセスメント
※1 一定の発電規模より、

環境影響評価法の対象となる
※2 7,500kW以上で対象

４ 建設
・設計
・建設
・試運転

５ 操業
・運用
・メンテナンス

一般的な 地熱資源開発調査の流れ

調査毎に地域協議会での説明・報告・意見交換を実施し、次段階の判断をする

地熱資源活用可能性調査
（現在実施中）

有望であれば下記のステップに進むことができる（助成制度あり）

参考資料



JOGMEC地熱資源開発助成事業（Ｈ２８年度）

【助成事業の採択に係る審査要件】

＜地表調査等事業＞

対象地域及びその近隣において、次のいずれかに該当すること

• イ 地上において測定した泉温が概ね７０℃以上あること

• ロ 地熱活動に起因した熱水変質帯が確認されていること

• ハ 地化学温度が概ね１００℃以上あること

• ニ 有望な地熱資源があると適正に評価されていること

地質環境 ： 「和琴」、「湯沼」、「硫黄山」のいずれも申請要件はクリア
事業環境 ： 自然公園、利害関係者、森林、土地等の要件をクリアする必要あり

参考資料



干渉SAR解析による
貫入岩推定位置（隆起時）

参考資料

国土地理院資料



干渉SAR解析による
貫入岩推定位置（収縮時）

参考資料

国土地理院資料
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